
　
日
本
の
航
空
機
産
業
は
今
、
す
そ
野
を
広
げ
て
い

く
た
め
の
重
要
な
局
面
を
迎
え
て
い
る
。
米
ボ
ー
イ

ン
グ
や
欧
エ
ア
バ
ス
の
増
産
計
画
に
加
え
小
型
ジ
ェ

ッ
ト
機
分
野
の
拡
大
な
ど
、
世
界
の
航
空
機
市
場
は

急
成
長
が
見
込
ま
れ
る
か
ら
だ
。
増
産
対
応
を
急
ぐ

機
体
や
エ
ン
ジ
ン
な
ど
の
部
品
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
、
ま

た
高
い
参
入
障
壁
に
挑
戦
す
る
企
業
な
ど
、
こ
の
ビ

ッ
グ
チ
ャ
ン
ス
を
確
実
に
離
さ
ず
、
飛
躍
へ
と
つ
な

げ
て
い
け
る
か
注
目
さ
れ
る
。
大
手
重
工
メ
ー
カ
ー

で
の
経
験
か
ら
次
代
の
航
空
機
産
業
に
関
わ
る
人
材

育
成
な
ど
を
手
が
け
る
、
ブ
イ
・
ア
ー
ル
・
テ
ク
ノ

セ
ン
タ
ー
の
川
合
勝
義
氏
に
、
航
空
機
メ
ー
カ
ー
の

生
産
計
画
や
、
部
品
開
発
・
製
造
力
を
持
つ
日
本
企

業
が
活
躍
す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
解
説
し

て
も
ら
っ
た
。最新鋭航空機航空機ビジネスで日本の強みを！
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
に
生
産
増
迫
る

川
合
　
勝
義
氏
ブ
イ
・
ア
ー
ル
・
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー
　
航
空
宇
宙
生
産
技
術
中
核
人
材
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

存
在
高
め
る
タ
ー
ボ
プ
ロ
ッ
プ
機

エ
ア
バ
ス
　
米
に
組
み
立
て
ラ
イ
ン

ボ
ー
イ
ン
グ
　
経
験
の
な
い
増
機
数
へ
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日
本
の
航
空
機
産
業
は
従

来
、
ボ
ー
イ
ン
グ
と
の
つ
な

が
り
が
深
く
、
そ
の
開
発
計

画
や
増
産
計
画
に
大
き
く
左

右
さ
れ
る
。
図
３
は
、
ボ
ー

イ
ン
グ
が
６
月
末
現
在
、
３

９
２
４
機
の
受
注
残
に
対
応

し
た
機
種
別
の
増
産
計
画
と

今
後
の
機
体
開
発
計
画
の
概

要
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
図
に
示
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、

年
ま
た
は

年

ま
で
生
産
枠
が
完
売
し
て
い

る
機
種
が
あ
る
。
Ｂ
７
３
７

で
は
、
Ｂ
７
３
７
Ｍ
Ａ
Ｘ
の

急
激
な
受
注
拡
大
に
よ
り
、

２
５
７
０
機
の
受
注
残
を
抱

え
、
月
産
機
数
を

機
ま
で

増
産
し
て
も
需
要
に
間
に
合

わ
な
い
状
況
で
あ
る
。
月
産

機
数
が

機
か
ら

機
に
７

機
分
増
産
と
な
る
ケ
ー
ス
で

は
、
新
た
な
機
種
が
追
加
に

な
っ
た
こ
と
に
相
当
す
る
く

ら
い
の
仕
事
量
増
と
な
る
。

　
最
新
型
機
の
Ｂ
７
８
７
で

は
受
注
残
が
８
４
５
機
に
達

し
て
お
り
、
今
年
の
年
末
に

月
産
５
機
、

年
末
以
降
に

月
産

機
に
増
産
し
て
も

年
ま
で
の
生
産
枠
が
完
売
状

態
に
あ
る
。

　
ボ
ー
イ
ン
グ
の
幹
部
な
ど

は
、

年
以
降
、
月
産

機

を
超
す
生
産
を
行
う
こ
と
に

言
及
し
て
い
る
。
同
社
で
は

既
に
Ｂ
７
８
７
用
と
し
て
三

つ
の
組
み
立
て
ラ
イ
ン
の
設

置
を
完
了
し
、
月
産

機
の

体
制
を
整
え
た
と
発
表
し
て

い
る
。
関
係
者
の
中
に
は
、

年
に
年
産
１
５
２
機
を
想

定
す
る
人
も
い
る
。

　
米
ゼ
ネ
ラ
ル
・
エ
レ
ク
ト

リ
ッ
ク

Ｇ
Ｅ

の
エ
ン
ジ

ン
部
門
が
、
先
般
発
表
し
た

エ
ン
ジ
ン
「
Ｇ
Ｅ
ｎ
ｘ
」
の

生
産
計
画
は
、
Ｂ
７
４
７
―

８
の
月
産
２
機
を
前
提
と
し

て
、
Ｂ
７
８
７
機
に
対
す
る

月
産

機
の
エ
ン
ジ
ン
供
給

を
盛
り
込
ん
だ
も
の
と
な
っ

て
い
る
。
Ｂ
７
４
７
―
８
が

月
産
１
機
と
な
っ
た
場
合
に

は
、
Ｂ
７
８
７
向
け
に
月
産

機
分
の
エ
ン
ジ
ン
供
給
が

可
能
に
な
る
。

　
こ
の
他
、
ボ
ー
イ
ン
グ
で

は
Ｂ
７
７
７
も
初
チ
ャ
レ
ン

ジ
と
な
る
月
産
８
・
３
機

年
産
１
０
０
機

へ
の
増

産
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
機
数
の
増
産
を
開
始

す
る
場
合
、
ボ
ー
イ
ン
グ
の

み
な
ら
ず
全
て
の
サ
プ
ラ
イ

ヤ
ー
に
お
い
て
、
増
産
用
の

設
備
や
治
具
の
増
設
、
人
員

の
確
保
、
新
た
な
供
給
先
の

選
定
な
ど
生
産
体
制
の
整
備

が
必
要
と
な
る
。

　
ボ
ー
イ
ン
グ
で
は
、
Ｂ
７

８
７
―
９

Ｂ
７
８
７
―
８

を
胴
体
延
長
し
た
機
種
、
２

５
０
―
２
９
０
人
乗
り

型

機
と
Ｂ
７
３
７
Ｍ
Ａ
Ｘ
が
開

発
中
で
あ
る
。
ま
た
今
後
、

年
末
ま
で
に
Ｂ
７
８
７
―

現
在
の
Ｂ
７
８
７
の

胴
体
を
さ
ら
に
延
長
し
、
３

２
３
人
乗
り
と
し
た
機
体

の
開
発
着
手
と
、

年
中
の

Ｂ
７
７
７
Ｘ
の
開
発
着
手
が

見
込
ま
れ
て
い
る
。
Ｂ
７
７

７
Ｘ
は
、
競
合
機
と
な
る
エ

ア
バ
ス
の
Ａ
３
５
０
―
１
０

０
０
の
開
発
推
移
を
見
な
が

ら
、
慎
重
な
検
討
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。

　
ボ
ー
イ
ン
グ
の
中
型
機

「
７
８
７
」
が
型
式
証
明
を

取
得
、
運
航
を
開
始
し
て
約

１
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
に
航
空
会
社

へ
引
き
渡
さ
れ
た
機
体
数
は

全
日
本
空
輸

Ａ
Ｎ
Ａ

向

け
と
日
本
航
空

Ｊ
Ａ
Ｌ

向
け
の
合
計

機
に
留
ま
っ

て
い
る
が
、
現
在
、
月
産
３

・
５
機
の
体
制
か
ら
順
次
、

生
産
拡
大
を
進
め
て
い
る
。

ボ
ー
イ
ン
グ
で
は
小
型
機
の

７
３
７
や
大
型
機
の
７
７
７

も
増
産
に
向
か
っ
て
お
り
、

２
０
１
５
年
ま
で
に

％
の

作
業
増
に
な
る
と
み
て
い

る
。
エ
ア
バ
ス
も
同
じ
よ
う

な
増
産
を
打
ち
出
し
て
お

り
、
両
社
と
も
サ
プ
ラ
イ
ヤ

ー
に
対
し
生
産
体
制
の
増
強

を
迫
っ
て
い
る
。

　
ボ
ー
イ
ン
グ
や
エ
ア
バ

ス
、
エ
ン
ジ
ン
メ
ー
カ
ー
な

ど
の
各
社
は
、
今
後

年
間

の
航
空
機
の
需
要
予
測
を
毎

年
発
表
し
て
い
る
。
図
１
は

ボ
ー
イ
ン
グ
が
今
年
６
月
に

発
表
し
た
、

―

年
に
至

る
民
間
旅
客
機
の
需
要
を
予

測
し
た
資
料
の
一
部
で
あ

る
。
こ
れ
に
よ
る
と
輸
送
旅

客
数
の
増
加
４
・
０
％
に
対

応
す
る
航
空
機
数
の
増
加
３

・
５
％
に
よ
り
、
１
万
９
８

９
０
機
の
航
空
機
が
新
た
に

必
要
に
な
る
他
、
現
在
運
航

さ
れ
て
い
る
航
空
機
の
う

ち
、
今
後

年
間
で
１
万
４

１
１
０
機
が
退
役
し
新
た
な

機
体
に
置
き
換
わ
る
。
合
計

で
は
３
万
４
０
０
０
機
の
新

規
需
要
が
見
込
ま
れ
る
。

　
す
る
と
今
後

年
間
の
総

売
上
額
は
、
４
兆
４
７
０
０

億

に
達
す
る
も
の
と
予
測

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
リ
ー

マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
後
の

年

予
測
値

２
万
９
０
０
０

機

と
比
較
す
る
と

％
増

に
も
な
り
、
い
か
に
航
空
機

ビ
ジ
ネ
ス
が
拡
大
す
る
か
が

分
か
る
。
各
航
空
機
メ
ー
カ

ー
は
６
月

日
現
在
、
こ
の

需
要
予
測
の
約

％
に
あ
た

る
航
空
機
を
既
に
確
定
受
注

済
み
で
あ
り
、
安
定
的
な
受

注
残
を
抱
え
て
い
る
。

　
こ
の
背
景
に
は
燃
費
の
改

善
さ
れ
た
新
型
機
の
登
場
が

あ
る
。
急
激
な
原
油
高
に
伴

う
航
空
燃
料
の
高
騰

年

に
１

当
た
り

だ
っ
た

の
が
、
今
年
３
月
末
価
格
で

は
同
１
３
７

に
各
エ
ア

ラ
イ
ン
が
直
面
。
現
在
運
航

し
て
い
る
燃
費
効
率
の
悪
い

旧
型
機
の
退
役
を
促
進
し
、

少
し
で
も
燃
費
の
良
い
エ
ア

バ
ス
の
小
型
機
「
３
２
０
Ｎ

Ｅ
Ｏ
」
や
ボ
ー
イ
ン
グ
の
新

型
小
型
機
「
７
３
７
Ｍ
Ａ

Ｘ
」
な
ど
の
機
体
に
置
き
換

え
る
動
き
に
出
た
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
る
。

　
さ
ら
に
エ
ア
ラ
イ
ン
各
社

は
、
あ
ら
か
じ
め
生
産
枠
を

確
保
し
て
お
こ
う
と
連
鎖
的

に
発
注
を
急
い
だ
こ
と
に
よ

り
、
旅
客
需
要
に
対
応
し
な

い
機
体
需
要
の
拡
大
と
な
っ

た
と
い
え
る
。

　
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
ジ
ェ
ッ
ト

機
と
呼
ば
れ
る
地
域
間
を
結

ぶ
小
型
ジ
ェ
ッ
ト
の
需
要
予

測
に
お
い
て
は
、
ジ
ェ
ッ
ト

エ
ン
ジ
ン
に
よ
っ
て
プ
ロ
ペ

ラ
を
回
転
さ
せ
る
タ
ー
ボ
プ

ロ
ッ
プ
機
の
存
在
が
注
目
さ

れ
る
。
カ
ナ
ダ
・
ボ
ン
バ
ル

デ
ィ
ア
が

―

人
乗
り
機

の
機
体
サ
イ
ズ
の
分
野
に
お

い
て
５
６
０
０
機
と
し
て
い

る
が
、
こ
の
中
に
は
、
ジ
ェ

ッ
ト
機
の
他
に
タ
ー
ボ
プ
ロ

ッ
プ
機
の
需
要
も
含
ま
れ
て

い
る
。

　
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
機
の
受
注

残
の
状
況

図
２

は
、

人
乗
り
機
や
１
０
０
人
乗
り

機
の
分
野
で
は
、
ジ
ェ
ッ
ト

機
の
受
注
が
好
調
で
あ
る

が
、

人
乗
り
機
で
は
ジ
ェ

ッ
ト
機
の
受
注
は
わ
ず
か

機
に
す
ぎ
ず
、

％
が
タ
ー

ボ
プ
ロ
ッ
プ
機
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
ブ
ラ
ジ
ル
・
エ
ン

ブ
ラ
エ
ル
の
次
期
リ
ー
ジ
ョ

ナ
ル
機
の
開
発
構
想
の
中
で

は
、

人
乗
り
ジ
ェ
ッ
ト
機

が
含
ま
れ
て
い
な
い
状
況
で

も
あ
る
。

　
米
国
内
の
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル

路
線
で
は
、
燃
費
効
率
の
悪

い

人
乗
り
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル

機
を
早
期
退
役
さ
せ
、

―

人
乗
り

ビ
ジ
ネ
ス
と
エ

コ
ノ
ミ
ー
の
２
ク
ラ
ス
タ
イ

プ

に
置
き
換
え
る
動
き
が

出
始
め
て
お
り
、
４
０
０
―

５
０
０
機
が
２
―
３
年
以
内

に
発
注
さ
れ
る
と
の
予
測
が

あ
る
。
そ
の
手
始
め
と
な
っ

た
の
が
、
米
地
域
航
空
大
手

ス
カ
イ
ウ
エ
ス
ト
に
よ
る
三

菱
航
空
機
製
「
Ｍ
Ｒ
Ｊ

」

の
１
０
０
機
大
量
発
注
で
あ

る
。

　
同
様
の
増
産
は
、
ボ
ー
イ

ン
グ
を
上
回
る
４
３
８
６
機

の
受
注
残
を
抱
え
る
エ
ア
バ

ス
で
も
計
画
さ
れ
て
い
る

図
４

。
短
期
的
に
は
、

両
社
を
合
わ
せ
て
１
年
間
に

２
０
０
機
程
度
の
増
産
と
な

る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
。

　
エ
ア
バ
ス
が
開
発
中
の
Ａ

３
５
０
Ｘ
Ｗ
Ｂ
機
は
、
ボ
ー

イ
ン
グ
の
Ｂ
７
８
７
や
Ｂ
７

７
７
と
競
合
す
る
機
体
で
あ

り
、
Ｂ
７
８
７
を
上
回
る
量

の
炭
素
繊
維
強
化
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク

Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ

の
採
用

が
注
目
さ
れ
る
が
、
新
技
術

適
用
に
伴
う
リ
ス
ク
も
表
面

化
し
て
お
り
、
最
近
、
新
た

に
３
カ
月
の
遅
れ
が
発
表
さ

れ
た
。
当
初
計
画
か
ら
の
遅

れ
は
、
少
な
く
と
も

カ
月

と
な
る
。

　

年

月
に
開
発
着
手
し

た
Ａ
３
２
０
Ｎ
Ｅ
Ｏ
は
、
こ

れ
ま
で
に
確
定
受
注
と
購
入

コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が
、
１
５

８
４
機
に
達
し
た
。
こ
れ
を

含
め
Ａ
３
２
０
系
の
受
注
残

は
３
３
５
２
機
に
達
し
、
現

在
の
月
産

機
か
ら
月
産

機
へ
の
増
産
と
な
る
。
エ
ア

バ
ス
は
さ
ら
に
月
産

―

機
の
生
産
を
目
指
し
た
が
、

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
増
産
能
力

拡
大
に
限
界
が
あ
る
と
判
断

し
、
最
大
月
産
機
数
を

機

で
留
め
た
経
緯
が
あ
る
。

　
同
型
機
で
は
製
造
能
力
増

強
の
一
環
と
し
て
、
現
在
、

フ
ラ
ン
ス
の
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ

と
ド
イ
ツ
の
ハ
ン
ブ
ル
ク
、

中
国
の
天
津
に
あ
る
三
つ
の

最
終
組
み
立
て
ラ
イ
ン
の
他

に
、
米
国
ア
ラ
バ
マ
州
に
４

番
目
と
な
る
最
終
組
み
立
て

ラ
イ
ン
を
設
け
る
こ
と
を
決

定
し
た
。


